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ご飯ができたのにお父さんが
なかなかお風呂から出てこな
いのでお母さんは怒っている。
わたしは妹のるみと、
遊んでいる。
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対談：こども、しつけ徒然

幼児教育センターについて
鈴木：栃木県教育委員会では、幼児期は子どもの

成長にとって大変重要な時期であると考えまし

て、「栃木県幼児教育センター」を昨年の4月にオ

ープンしました。

この家庭教育広報誌「おうち」も、栃木県幼児

教育センターが編集していますが、保護者の方に

役立つ情報を提供していきたいと考えています。

山口先生は「幼児教育センター」の生みの親で

もある「栃木県幼・保・小連携推進会議」の委員

さんで保育園の園長さんでもいらっしゃいます。

保育園でのお仕事は、子どもたちの育ちが見える

ということでやりがいのあることでしょうね。

山口：私は、母の代からの保育園を引き継ぎ、保

育に携わっておりますが、その中で保護者の方よ

り先にお子さんの成長の場面に立ち会う事があり

ます。たとえば、歩けなかった子が歩いたり、話

さなかった子が二語文を話したり、発表会を契機

に自信がついて子どもが変わったりするとか、保

育年数が長いだけに、いろいろな成長が見られて

やりがいのある仕事ですが、それだけに、子ども

にとって良い保育環境を与える事ができたのか、

いつも自分に問いかけています。

子どもは集団の中で育つ
鈴木：昔は、集団の中で子どもがみようみまねで

いろいろな事を覚えていったし、近所のおじいち

ゃん、おばあちゃんなどから叱られながら教えら

れていました。今は、そういう体験も少なくなっ

ていますから、集団の中で子どもを育てるという

事は大切ですよね。

山口：そうですね。集団の中で育つという事は大

切ですね。食事や排泄、衣服の脱着にしても、上

の子を見ながら模倣していく部分が大きいと思い

ます。集団の中にはできたら認め、ほめてくれる

おにいちゃん、おねえちゃんもいますから、子ど

も達がほめたりほめられたりしながらお互いに育

ち合っていくのではないでしょうか。

幼児期から学童期にかけての教育の質の向

上のため、今年度開設された、「栃木県幼

児教育センター」がある、栃木県総合教育

センター鈴木良治所長と「栃木県幼・保・

小連携推進会議」委員の戸祭保育園山口京

子園長にしつけや子どもについて対談をし

ていただきました。
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対　談 
こども 
　　しつけ徒然 
対 談 者  

栃木県総合教育センター所長　　鈴　木　良　治 
戸祭保育園園長　　　　　　　　山　口　京　子 

つれ　づれ 

鈴木　良治

栃木県総合教育センター

所長。県立高校校長、県

教育委員会高校教育課

長、教育次長などを歴任

する。

幼児教育センターは総合

教育センターの中にあり

ます。



山口　京子

宇都宮にある戸祭保育園の園

長。平成11年度より「栃木

県幼稚園・保育所・小学校連

携推進会議」委員を務める。

対談：こども、しつけ徒然

親は子どもの手本
鈴木：子どもが周りを見て育つという事は、親を

見て育つという事でもありますね。娘が小さかっ

た頃、乗って遊べる車を買ってやりましたら、お

なかに手を当てながら運転をしているんです。よ

く考えましたら、私の癖だったのです。まさに、

子どもは親の鏡ですね。親がよい模範を示してい

かないと、と思いました。

山口：子どもは保育者の言葉づかいやしぐさなど

をしっかり見ていて、上手にまねをしていること

がありますね。

重要な体験の積み重ね
鈴木：最近、子どもたちの規範意識が低下したと

いわれていますが、幼児期から道徳性はきちんと

培わなければいけませんね。

山口：そうですね。生命の尊さなどを理解する意

味でも、例えば飼育していた小鳥の死の場面に立

ち会わせることも大切ですね。そうすることで、

お世話はきちんとしなくてはと、子どもたち自身

で気づいていきます。お花を飾った小さなお葬式

で、命の大切さを体験として、年齢なりに理解し

ていけると思います。そういう積み重ねが保育の

中で大切と考えます。

鈴木：昔でしたら、「ワシントンと桜の木」のお

話を読んで正直であることの価値を知ったりしま

したが、そういった取り組みはなされているので

すか？

山口：はい。今は映像での働きかけが子どもたち

の生活の中にかなり入り過ぎていますから、そう

いった一方通行の映像は園では避けて、読み聞か

せとか紙芝居などで、子どもの心に響き、感動を

与えるお話をするようにしています。年齢なりに

小さくても理解し受け入れ楽しみにしているよう

です。

鈴木：テレビがなかったころは、ラジオを聴き、

自分なりにイメージを膨らませて、翌日友達と話

し合ったりしたものです。今の子は、話なども映

像で受け取り、イメージを膨らますような場面が

少ないのではないですか？

山口：想像する場面は少ないと思います。だから

こそ、生の声で語り、動かない絵からいろいろ空

想してイメージを膨らませる実践を多くしていま

す。御家庭でも、ストーリーや絵など吟味して与

えることが大切かと思います。

生活習慣を身につけるには
鈴木：しつけというのは本当に難しいと思います

が、たとえば生活習慣を身に付けるのにはどうい

う配慮をなさっていますか。

山口：場面を捉えて働きかけます。その時々で社

会のルールなどを教えることがしつけともいえる

のではないでしょうか。朝のあいさつに始まり、

食事や排泄など具体的な場面で、その子が今、身

につけることは何かを見極めながらやっていま

す。覚える時期にきちんと教え、その後は、その

子の体験を見守り援助することがしつけともいえ

るのではないでしょうか。スプーンから箸へ移行

する段階ならば保育者が隣に座って配慮すると

か。生活の中で、体験するのを見守り援助するこ

とも広い意味でしつけで、ただ単純に教えること

だけではないとも思います。

鈴木：家庭においては、まず、できたらほめるの

が基本ですね。でもなかなか難しいものです。ほ

かの子と比べてあせってしまったりする事があり
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トピックス

ます。反対に、自由にやらせたいという親もいま

す。これは放任につながってしまいますね。

山口：そうですね。園では遊びなども選ぶ自由が

ありますが、そこにはルールがあります。それを

無視すると秩序感がなくなり放任になってしまい

ます。逆に、自由がないと自主性が育たないとも

言われますが、そのためには自由の中でもルール

が守れるような系統だった手順が必要で、それら

を繰り返すことで秩序感が育ち自主性も育つと考

えています。家庭では、ほかの子と比較しすぎる

のはよくないと思います。その子を丸ごと受け入

れて、いいところが出せる場面を沢山つくってあ

げることが大切です。問題行動などがある場合は

大きくなっていても抱いて受け止めてあげること

も必要ではないでしょうか。心が素直に正常に発

達するのは、最終的には家庭なんです、というこ

とをいつも保護者に伝えています。

悩んだときには相談が有効
鈴木：もし、子育てでお母さんが悩んでしまった

ようなときには誰でもいいから相談する事が大切

ですよね。気軽なサークル等で、ほかの方もそう

なんだと気づく事は安堵感があっていいですね。

山口：私の園では、入園されていないお母さん方

にもおしゃべりの場を開放しています。お母さん

同士で解決するのが理想です。初めてのお子さん

の時は、皆さん手探りですから。

しつけに対するポリシー
鈴木：子どもに信頼される親になる事が大事です

ね。そして、子どもが日本人として一人前の社会

人になれるよう、期待をどこかで伝えていく必要

があるとおもいます。いい意味で、親の期待、負

担にならない程度の期待をもって陰で子どもをバ

ックアップできるといいと思います。親も努力す

る姿を見せ、子も努力するように育てていく事が

大切だと思います。

山口：個性をつぶさず、子どもを丸ごと受け入れ

ながら、社会性を身に付ける、お互いの育ちを温

かく見守る事です。楽しいと思える子育てができ

るとよいと思います。

◆●◆●しつけ●◆●◆

Ｑ 周りの評価が気になり必要以上に厳し

くしてしまったり、叱ることができなか

ったりしてしまいます。

Ａ 親は常に、わが子が他人から後ろ指を

さされないような人間になって欲しいと

思っています。子育て真っ最中の若いお

父さんお母さんにとって、目の前で手を

焼かせる我が子がこれからの社会の中で

自立していくことの責任を思うと、本当

に心配になってしまうことでしょう。

周りからの我が子への評価は、親であ

る自分への評価でもありますので「躾が

甘いのではないだろうか？厳しすぎるの

ではないだろうか？」と心が揺れ動くこ

とは無理もないことだと思います。

子育ては親が子どもとどれだけ正面か

ら向き合いエネルギーを使ったかによっ

て決まってくると言われます。

子育てに「完全」はありえず、試行錯

誤しながらやっていくことだと思います。

一生懸命子どもと向き合って生活するこ

とは、とりもなおさず親自身も成長する

ことになります。

将来我が子が「困った大人」にならな

いためにも、親は子どもに恥ずかしくな

い後ろ姿を示せるよう心がけたいもので

す。
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はじめに
『おうち　創刊号』を開くと、現代の（特に３～５歳の幼児を育てている）保護者のみな

さんの「しつけ」についての色々な悩みが見えてきます。その中でも、「自分の常識が、世

の中の常識なのか分からない」、「価値観が多様化していて、どういうしつけがよいのか分か

らない」、「時代の変化とともに、身につけなければいけないことが変化してきている」等は

現代の社会に特有の、また多くの保護者に共通の悩みです。

一言で言えば、この変化していく社会の中で子どもをどうしつければよいのか、という悩

みです。この悩みは、確かに切実なものだと思うのですが、ただ私たちは、今、この悩みに

ある意味で振り回されてしまってはいないでしょうか？今のような時代だからこそ、振り回

されず、子育て・しつけに関わって、本当に大切なことは何なのか、ということを一人一人

がじっくり考えてみる時間をもつことが必要です。

本当に大切なこと　時代の変化としつけ

１．「しつけ」は何のためにするのか
しつけに関して、本当に大切なことは何なのか

を考える時、私は、そもそも「しつけ」は何のた

めにするのか、ということを改めて考えてみる必

要があると思います。

さて改めて、いったい「しつけ」は何のために

するのでしょうか？

少し話しを具体的にすれば、例えば「おはよう」、

「おやすみなさい」あるいは「どうぞ」、「ありが

とう」、「ごめんなさい」等々のあいさつ・お礼等

に関する「しつけ」は何のためにするのでしょう

か。もちろん、これには、あいさつやお礼の言葉

がきちんと言えないと、相手に不愉快な思いをさ

せてしまう、またその結果として相手に嫌われて

しまうからといった答えがすぐ思い浮かびます。

そして、こうした答えはもちろん正しいのですが、

より積極的に「しつけ」は何のためにするのかを

考えると次のような答えを発見することが出来ま

す。

つまり、「しつけ」とは、子どもが今よりも、

もっともっと「人」や「物事」にかかわっていけ

るように、するものであると。

「おはよう」という言葉を、朝、出会った人に

も気持ちよく言える子は、その人と関わる「きっ

かけ」をつくることが出来ます。ある人との「関

わり」が生まれれば、その人のすることに興味を

もったりとか、さらにその人に何か教えてもらっ

たりとか、その人特有の優しさに気づいたりとか、

そこから様々な学びの可能性が生まれてきます。

またもちろん、大人から見て「どうしてもして

はならないこと」は、きちんと子どもにしつける

必要があります。ただこのこともまた、逆に、

「してはならないこと」を守った上でなら、もっ

ともっと色々な人や物事に関わっていってよいの

だということを子どもが感じられるようにする必

要があります。「このことは、なぜしてはならな

いのか」という理由がそれなりに分かれば、逆に

「このことはしてもよい」という判断や自信につ
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本当に大切なこと 
　－時代の変化としつけ－ 

宇都宮大学教育学部助教授 
 

青　柳　　　宏 



本当に大切なこと　時代の変化としつけ

ながっていきます。（そして、そのためには、何

よりも大人が丁寧にわかりやすい言葉で子どもに

説明していくことが重要でしょう。）

このように考えるならば、あいさつの言葉に限

らず、「しつけ」は、子どもがこの世の中で色々

な人や物事と出会って自分の世界をふくらませて

いくために必要なものであると、改めてとらえ直

すことが出来ます。

２．社会が変化しているからこそ
「しつけ」を通して、子どもが色々な人や物事

に関わり、何かを持続性をもって学んでいく力を

育てていくことは、まさに社会が変化しているか

らこそ求められる子育て（しつけ）のあり方だと

言えるのではないでしょうか。

なぜなら、これから子どもたちが育っていくさ

らに20年後、30年後の社会では、具体的にどん

な技術や能力が求められることになるのかを正確

に見通すことは出来ません。現在しかれている進

学あるいは就職の道筋がまったく変わってしまう

わけではないにしても、やがて社会に出たときに

は、これまで以上に柔軟で主体的な力が求められ

ることに間違いはないでしょう。そして、そのよ

うな社会の中では、何よりも、自分の周囲で起き

る出来事に興味をもち、またはじめはよく分から

ないことでも自信をもってじっくり腰をすえて取

り組んでいけるような力をそなえていることが何

よりも大事でしょう。

くり返しますが、社会が変化しているからこそ、

本当の意味で子どもの自発性を育んでいくような

「しつけ」が求められているのです。例えば「お

やつ」あるいは「お昼寝の時間」一つとってみて

も、保護者の間では色々な方法（しつけ）があっ

て、それこそ話しを聞けば聞くほど悩んでしまう

でしょう。しかし要は、その方法が、上に述べて

きたような力（自発性）を本当に育んでいるのか

を、一人一人の保護者がまずは自分でじっくり見

きわめていこうとすることが何より大切だと思い

ます。その上で、他の保護者がどんなしつけをし

ているのか話を聞いたり、また実際他の子どもが

どんな風に育っているのか見ながら、自分でよい

と思うところは積極的に取り入れていけばよいと

思うのです。

３．「自然な甘え」からのスタート
私は現在、小、中学校で子どもたち（または保

護者）のカウンセリングの仕事をしていますが、

そこでしばしば感じるのは、（不登校の問題を含

め）悩みを抱えている子どもたちには、親にたっ

ぷり甘えた経験が薄いのではないかということで

す。「甘え」は、「しつけ」の対極にある言葉です

が、本当の自発性を子どもが獲得するためには、

まずは「甘える」経験をたっぷりしている必要が

あります。他の人や物事に興味をもち、子どもな

りに世の中に乗り出していくためには、心理的に

親（保護者）にたっぷり甘えているという経験が

どうしても必要です。自然な甘えの感情が充たさ

れれば、外に目が向き、多少のトラブルがあって

もそれを乗り越えていける心の安定感があるので

す。この意味での「自然な甘え」が、子どもにと

って自発性を獲得していく出発点であることを改

めて確認しておきたいと思います。

ただ、子どもの「自然な甘え」の感情を充たし

てあげることと、過剰に甘やかしてしまうことの
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青　柳　　　宏

宇都宮大学教育学部助教授。

専門は教育方法学。現在スク

ールカウンセラーとして活躍

中。子どもを見る目には温か

いものがある。



本当に大切なこと　時代の変化としつけ

区別をしていくことは本当に難しいことだと思い

ます。しかしまた、その区別は無理だといって、

ただただ甘やかしたり、逆にしつけ一辺倒の子育

てになってしまってはいけないと思います。区別

が難しくても、それが、これからの社会に乗り出

していくための自発性を本当に育むためになって

いるのかを、やはり一人一人の保護者がまずは見

極めようとすること、その上で他の保護者、保育

所・幼稚園の先生方に積極的に意見を求めること

が大切だと思うのです。

最後に、上で一度述べた、言葉で説明すること

の大切さについてもう一度確認したいと思いま

す。私は、日本の子育てには、どうも言葉で子ど

もに説明する（語る）という要素がまだまだ足り

ないように思っています。大人が気持ちを込めて、

例えば「してはならない」理由について語れば、

やがて子どもは「どうしても、したかった」理由

を語れるようになるでしょう。大人の語りに触発

されて、子どもが語れるようになること、それが

子どもの自発性を子ども自身が育んでいく大きな

支えになると思うのです。
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《提　案》 
 
「おうち」のテー

マについて、「同

時多発テロをきっ
かけに、子ども

とテレビの関わり
合いを考えるよ

うになりました。
飛行機がビルに

突っ込む映像に当
時３才の娘が怖

がり、小学生の子
どもたちも怖が

ったとあちらこち
らで聞き、社会

レベルで考えなけ
ればいけない 

と感じました。」
 

フリーライターさ
んから 

《質　問》  
Ｑ　アンケートを見たとき「栃木県幼児教育センター」はどこかの出版会社か教材を販売する会社か分かりませんでした。「幼児教育センター」が信頼できるところなのか分からないです。 Ａ　説明不足で失礼いたしました。幼児教育センター設立の背景は対談の中で説明しておりますのでお読みください。ちなみに、設置者は栃木県です。幼児教育関連の情報が多い昨今、家庭教育の基礎基本の情報を提供して いくために「おうち」は生まれ ました。 

掲示板コーナーでは皆さんの意見を交流
したり県からの情報を提供したりしてい
きます。身の回りの子どもにまつわる出
来事や子どもについての御意見、御自身
の体験談等をお寄せください。



「よみきかせ」

１　お子さんが好きなお話（本）を教えてください。分かれば、なぜそのお話が好きかも教えてください。

（お話：　　　　　　　　　　　　　　　なぜ好きか：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２　お宅の近くで、読みきかせをしているところや、グループがあったら教えてください。

（ ）

３　本などを読んであげるのはいつで、その際、工夫している点や気をつけている点があったら教えてください。

（いつ：　　　　　　　　　　　　　工夫：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

「おうち」に関する自由意見や掲示板等で交流したい意見がありましたらお書きください。

ありがとうございました。幼稚園、保育所の先生にお渡しください。

とちぎテレビから

幼児教育センターの家庭教育に関する番組が次のよ

うに放映されますのでご覧ください。

5月10日《土》17：30～17：50

再放送　5月12日《月》12：10～12：30

募　　　　　　集

表紙や誌面に載せる子どもの絵を募集します。幼稚

園、保育所を通して、または直接幼児教育センター

あて送付してください。応募多数の際には選考させ

ていただく場合もあります。なお、応募作品につい

ては返却できませんのであらかじめ御了承くださ

い。

7

子育てホットライン　028（665）8989

お子さんの育児、子育てについて不安になっている

ことはありませんか？お気軽にご相談ください。

アンケート　 
キ リ ト リ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

古紙配合率100％再生紙を使用しています 
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